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、これは当時の支配当局が青年会をどのような方向へ誘導しようとしたのかを示してい
る。
　このような青年団体に対する干渉や官辺化、官辺青年団体の組織支援などは、当時の青
年会運動を主導していた勢力に危機感を抱かせた。つまり青年会運動の主導権を官辺青年
団体に奪われてしまわないかという憂いであった。当時の各地方官庁では青年会をはじめ、
矯風会・振興会・夜学会・各種産業団体などを組織し、いわゆる「地方改良」事業を繰り
広げていた。これは当時の朝鮮人ブルジョア民族主義者の「文化運動」とその内容におい
て類似していたので「官辺文化運動」と呼ばれた。かくして朝鮮人民族主義者と日帝支配
当局は、「文化運動」の主導権をめぐって競争する様相を見せたのである。
結び
　朝鮮の青年運動は 1920年代初めに本格的に始まった。1910年代にも一部青年会が組織
されていたが、その数は極めて少なかった。三・一運動直後の 1920年と 1921年に青年会
が雨後の筍のように組織されたが、これは 1920年に創刊された『東亜日報』などの言論
媒体が青年会の活動を積極的に報道したことに刺激されたためであった。ところで、この
ような青年会は、日本ですでに 1890年代以降に登場し、1910年代には広く普及していた
青年会から一定の影響を受けていたと考えられる。また、韓末以降 1910年代にかけ朝鮮
で展開されていた YMCA・エプワース青年会・青年学友会・朝鮮人青年会などからも一
定程度影響があったと考えられる。
　1920年代初め、朝鮮で組織された青年会は、主として郡・面単位を中心に結成され、
村落単位で組織されるケースは極めて珍しかった。これは村単位を中心に組織され、その
後、市町村単位の組織へと拡大していった日本の青年会とは異なる姿だろう。朝鮮で青年
会が郡・面単位を中心に組織されたのは、青年会の主体となり得る新学問を修得した青年
層が少なく、その程度の厚みしかもたなかったためだと考えられる。
　ところで、この時期に組織された青年会のほとんどが親睦・知識啓発・道徳の涵養・体
育奨励・風俗の改良・勤倹貯蓄などをその趣旨として掲げていた。つまり、人格修養・文
化向上・風俗改良などを目標としていたのである。これは当時の文化運動者が主唱してい
たことと軌を一にする。各地方の青年会はこのような趣旨と目的を達成するために、講演
会・討論会・運動会・夜学・音楽会・演説大会・素人劇などを開催し、一部では伝染病防
疫事業や道路改修事業なども展開した。
　支配当局はこのような青年会の急激な勃興に対して、当初は適切な対応方針を立てられ
ず右往左往ぶりをさらけ出した。1920年 5月、朝鮮総督府は内務局長名で各道に通牒を
発し、青年団体の設置を誘発するのを避けること、万一自発的に組織される場合はこれに
 90 全羅南道内務部、前掲『青年会指導方針』14、17頁。この資料の後半には、1910年からの日本の青
年会の現状、日本政府の青年会の訓令や通牒が載っている。全羅南道は日本政府の青年会に対する指
導方針をかなり参考にしていたのである。
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接近して適切に指導することを指示した。しかし、このように青年会について消極的であっ
た総督府も、1921年 10月には各道知事に通牒を送り、各地の青年会に対する調査や「成
績の優良な青年会」に関しては積極的に支援することを指示した。積極的対応方針へと転
換したのである。この後、各道では既存青年会を官辺化し、ひいては官辺青年会の組織に
直接当たる動きも見せ始めた。支配当局のこうした青年会への干渉と官辺化、官辺青年会
の組織支援などは、青年会運動を主導していた勢力に危機感を抱かせることになった。当
時、地方官庁では、官辺青年会のみならず矯風会・振興会・夜学会など各種の事業団体を
組織し、いわゆる「地方改良」事業を繰り広げていた。したがって、朝鮮人民族主義者と
日帝支配当局は、「文化運動」の主導権争いを展開していたことになる。「文化運動」が民
族運動としての限界をあらわにする中で、青年会運動も次第に沈滞状態に陥っていった。
1923年春、物産奨励運動と民立大学設立運動に関与することで各地方の青年会は一時的
に活性化の気配を見せた。しかし、1923年後半から社会主義の理念が青年会運動に及び
始め、「文化運動」としての青年会運動は漸次その幕を下ろすに至ったのである。
（原文：韓国語、日本語訳：金炳辰・松田利彦）
